
今年の６月は最高気温が３０℃に届く日が

少なく、熱中症の心配がなく過ごすことができ

ました。その反面、梅雨空が続く中、台風の接

近に伴う臨時休業や大会の延期などがあり、計

画通り進まないことが多々ありました。 

そのような中でも、修学旅行や校外学習、生

徒総会、学校総合体育大会など、各所で四中生

の活躍が見られました。 

【6.6 修学旅行クラス別行動 ＠宇治平等院】 

【すべての失敗は脳を成長させる】 

一昨日のサッカーワールドカップでは、日本

が決勝トーナメントでブラジルに惜しくも敗

れてしまいました。日本が先制点を奪いながら

も同点に追いつかれ、試合終盤に逆転されてし

まうといった、何とも悔しい敗戦でした。試合

後は多くの日本人選手が涙に暮れていました。 

同様の場面が、学校総合体育大会でも見られ

ました。力が及ばなかった悔しさ、力を出し切

れなかった悔しさ、部活動が終わってしまう寂

しさなど、生徒が目の前の現実に感極まり、涙

する場面を何度も目の当たりにしました。 

『英雄の書～すべての失敗は脳を成長させ

る～』（黒川伊保子著 ポプラ新書）の中に次

のような記載がありました。 

〇思春期にそつなく生きて『失敗』を回避して

しまうと自分らしさを失ってしまう。自分の

人生を生きられないから他人ごとになる。 

〇失敗とは、脳にとって大事なのである。心を

痛めた分だけ、脳はよくなる。ネガティブだ

と思っていた現象が不可欠である。 

「敗戦≒失敗」ではありませんが、うまくいか

なかった経験は、脳を成長させるために大きな

意味をもっているようです。部活動に限らず、

挑戦の失敗やうまくいかなかった経験は、脳の

成長を促し「自分らしさ」を育む絶好の機会で

あるといえます。今後も様々なことに挑戦し、

成功や失敗を繰り返しながら心豊かに成長す

る四中生であってほしいと思います。 

【四中が歩んだ５０年】 
さて、今日７月１日は開校記念日です。校長

室に保管されている過去の資料を振り返り、〇

✕クイズを作成しました。四中卒業生の保護者

の方もお子さんと一緒に考えてみてください。 
【四中〇✕クイズ！】 
Ｑ１：開校記念日（７月１日）は、四中の校
舎やプールの工事が始まった日である。 

Ｑ２：四中の校章は、開校当時在籍していた
生徒が作成したものである。 

Ｑ３：四中の校歌は、初代の校長先生が作詞
したものである。 

Ｑ４：四中の木はケヤキ、四中の花はアジサ
イである。 

Ｑ５：開校当初の男子の制服は、黒い詰襟の
学生服であった。 

Ｑ６：最も学校の規模が大きかったのは昭和
６０年で、当時の全校生徒数１１９４名、
２８学級であった。 

Ｑ７：現２、３年生が着用している水色のジ
ャージと赤いラインが入った体育着は、平
成３年に採用されたものである。 

Ｑ８：吹奏楽部がマーチングバンドの演奏を
始めたのは、平成になってからである 

Ｑ９：平成１７年に全国優勝を果たした部活
動は、サッカー部である。 

Ｑ１０：かつて行われていた「ＹＹフェステ
ィバル」の（ＹＹ）とは、（四中、柳瀬）
の頭文字である。 

回答は後日お知らせしますが、過去の資料を

振り返りながら、改めて５０年の歴史と伝統が

感じられました。２学期には開校５０周年記念

式典を開催する予定です。保護者・地域の皆様

と節目の年をお祝いできればと思います。 

特別支援教育支援員の影山葉子先生が、７月３

日付で退職されます。 

６・７・８組の育児短時間勤務代替教員として、

関根美帆先生が７月６日付で着任されます。 

（月・水・金勤務） 
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